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教区・支部
情報ねっと

相
手
に
寄
り
添
い

教
え
を
伝
え
る

江
東
南
支
部

支
部
長

久
保

博
之

朝
夕
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、
木
々

の
葉
も
色
づ
き
始
め
て
、
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は

日
々
道
の
御
用
の
上
に
お
勇
み
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

私
が
教
区
行
事
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
中
学
生
の
と
き
に
、
少
年
ひ
の

き
し
ん
隊
に
参
加
し
た
の
が
初
め
て
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
当
時
は
、
教
え
に
つ
い

て
深
く
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
振
り
返
る
と
、
仲
間
と
と
も

に
活
動
し
た
経
験
は
、
私
に
と
っ
て
大
切

な
信
仰
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
少
年
会
の
委
員
、
学
生
担
当

委
員
、
布
教
部
員
な
ど
、
様
々
な
立
場
で

教
区
活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
と
の
ご

縁
を
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
や
、
自
分
の

力
不
足
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
た
び
に
周
り
の
方
々
に
支

え
ら
れ
て
、
今
日
ま
で
歩
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
の
思
い

を
深
く
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
教

え
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
精
一
杯
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
ち

ら
が
一
生
懸
命
に
伝
え
た
つ
も
り
で
も
、

相
手
に
届
い
て
い
な
け
れ
ば
本
当
に
伝
わ
っ

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
相
手
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
、
相
手
の
心
に
寄
り
添
い
、
自
ら

の
姿
を
通
し
て
教
え
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
伝
え
る
か
ら
伝
わ
る
」
こ
れ
は
、
私

自
身
が
こ
れ
か
ら
も
心
に
留
め
、
ま
た
目

指
し
て
い
き
た
い
姿
で
す
。
人
に
何
か
を

伝
え
よ
う
と
す
る
前
に
、
ま
ず
は
自
分
自

身
が
教
え
を
実
践
し
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
味
わ
う
こ
と
。

そ
し
て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
真
心
を

込
め
て
寄
り
添
う
こ
と
。
そ
の
積
み
重
ね

が
、
教
え
が
人
か
ら
人
へ
と
伝
わ
っ
て
い

く
道
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

さ
て
、
来
る
11
月
26
日
に
は
、
滋
賀
教

区
献
米
団
参
が
実
施
さ
れ
、
午
後
か
ら
は

「
親
里
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
、
布
教
の
家
岡
山
寮
寮
長
の
長
﨑
宏

治
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
す
る
予
定
で
す
。

大
勢
の
皆
様
と
と
も
に
親
里
に
集
い
、
先

生
の
お
話
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
々

の
信
仰
や
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
見
つ
め
直

す
機
会
と
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

親
里
の
空
気
に
触
れ
、
互
い
に
勇
ま
せ
合

い
な
が
ら
、
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
一
日

と
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

教
区
の
活
動
は
、
一
人
ひ
と
り
の
真
実

の
心
と
、
互
い
に
支
え
合
う
連
体
意
識
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
ご
縁
に
感
謝

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
、

教
え
が
少
し
で
も
多
く
の
方
の
心
に
届
く

よ
う
、
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

１１月２６日 第６３回 滋賀教区献米団参
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
天
理
婚
活
サ
ポ
ー
ト

縁
む
す
」
活
動
報
告
に
つ
い
て

教
区
長
会
議
の
支
援
を
受
け
て
設
立
（
令
和
３
年
）
さ
れ
た
「
天
理
婚
活
サ
ポ
ー

ト

縁
む
す
」
よ
り
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
婚
活
数
２
７

９
２
回
。
成
立
カ
ッ
プ
ル
２
５
０
組
、
成
婚
32
組
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
お
道
を
明
る
く
元
気
に
す
る
「
縁
む
す
」

の
活
動
は
、
登
録
者
数
の
増
加
が
生
命
線
で
す
。
登
録
へ
の
声
掛
け

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
「
ほ
こ
て
ん
り
２
０
２
６
（
天
理
イ
チ
ョ
ウ
並
木
歩
行
者
天
国
）
」
に
つ
い
て

・
期

日

11
月
21
日
（
土
）
・
22
日
（
日
）

・
場

所

親
里
大
路
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
周
辺

※
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

▽
「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
」
の
交
通
規
制
に
つ
い
て
・
・
・
渉
外
広
報
課

天
理
市
内
を
コ
ー
ス
に
含
ん
で
恒
例
の
「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

交
通
規
制
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
期

日

12
月
13
日
（
日
）

・
市
内
規
制
時
間
目
安

午
前
９
時
40
分
～
午
後
１
時
30
分
頃

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
第
63
回
滋
賀
教
区
献
米
団
参

及
び
「
親
里
の
集
い
」
に
つ
い
て
（
再
掲
）

【
献

米
】

・
期

日

11
月
26
日
（
木
）

・
搬
入
時
間

午
前
９
時
～
10
時

・
搬
入
場
所

昨
年
と
同
様
炊
事
本
部
で
搬
入
を
行
い
ま
す
。

・
受
入
係
員

支
部
長
（
当
番
は
大
津
、
江
西
、
江
南
、
江
南
北
）

災
救
隊

学
生
担
当
委
員
会

少
年
会

青
年
会

※
受
入
係
員
は
午
前
８
時
半
に
炊
事
本
部
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
場
所
、
係
員
休
憩
所
、
駐
車
場
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
親
里
の
集
い
】

・
期

日

11
月
26
日
（
木
）

・
時

間

午
後
１
時
～
２
時
半
頃
（
12
時
半
開
場
）

ほこ天ＨＰ駐車場情報案内マップ

立教１８９年 全教一斉にをいがけデー実施報告
支部 日 活動内容 参加人数 配布数

大津
28 戸別訪問・リーフレット配布 教 7 よ 7 他 0 800

30 路傍講演・神名流し・リーフレット配布 教 6 よ 2 100

江西

28 路傍講演・神名流し・リーフレット配布 教10 よ22 他 480

29 戸別訪問・リーフレット配布 教18 よ18 他 2 1020

30 路傍講演・神名流し・リーフレット配布 教 7 よ 6 他 3 520

江南

28 路傍講演・神名流し・リーフレット配布 教19 よ28 他 1 1950

29 リーフレット配布 教 8 よ19 他 1 1200

30 リーフレット配布 教 7 よ 8 1300

江南北

28 路傍講演・神名流し・戸別訪問・リーフレット配布・他 教14 よ31 1200

29 神名流し・戸別訪問・リーフレット配布 教13 よ33 2220

30 神名流し・リーフレット配布 教10 よ30 1200

江東

28 路傍講演・神名流し・戸別訪問・リーフレット配布 教 5 よ 7 400

29 戸別訪問・リーフレット配布 教 6 よ19 他 1 1000

30 戸別訪問・リーフレット配布 教 7 よ14 700

江東南

28 路傍講演・戸別訪問・リーフレット配布 教10 よ24 他 1 700

29 戸別訪問・リーフレット配布 教 7 よ14 650

30 戸別訪問・リーフレット配布 教 3 よ 8 330

湖北

28 戸別訪問・リーフレット配布 教 8 よ17 他 1 1200

29 戸別訪問・リーフレット配布 教 9 よ21 他 3 1200

30 戸別訪問・リーフレット配布 教 7 よ15 他 2 1200

西湖

28 リーフレット配布 教15 よ 6 647

29 リーフレット配布 教 6 よ 7 1586

30 リーフレット配布 教 5 よ14 他 6 1053

参加人数欄の凡例 教：教会長 よ：ようぼく 他：その他

縁むす報告

交通規制案内
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・
会

場

五
講
堂
（
お
や
さ
と
や
か
た
東
左
５
棟
４
階
講
堂
）

・
記
念
講
演

講
師

布
教
の
家
岡
山
寮
寮
長

長
﨑
宏
治
先
生

（
岡
山
部
属
・
後
楽
分
教
会
長
）

・
受
入
係
員

布
教
部
員

▽
募
金
の
「
お
願
い
シ
ー
ル
」
の
配
布
に
つ
い
て
（
再
掲
）

滋
賀
教
区
で
は
、
自
然
災
害
の
被
災
地
復
興
支
援
の
た
め
「
天
理
教
災
害
救
援
ひ

の
き
し
ん
隊
基
金
」
へ
の
心
寄
せ
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
先
月
配
布
の
「
お
願

い
シ
ー
ル
」
を
空
き
ビ
ン
や
空
き
箱
に
張
っ
て
、
募
金
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
教
区
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
回
収
日

12
月
２
日
（
水
）

▽
令
和
９
年
度
分

財
務
帳
簿
申
し
込
み
に
つ
い
て

来
年
度
分
の
財
務
帳
簿
の
申
し
込
み
を
受
付
い
た
し
ま
す
。
各
支
部
で
取
り
ま

と
め
の
上
、
別
途
配
布
の
申
込
書
に
て
支
部
ご
と
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
締
切

11
月
15
日
（
日
）
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

▽
地
方
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
第
二
回
地
方
委
員
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
日

時

12
月
２
日
（
水
）
11
時
（
役
員
会
に
引
き
続
き
）

・
議

題

令
和
９
年
度
滋
賀
教
区
予
算
案

そ
の
他

※
地
方
委
員
の
皆
様
に
は
別
途
郵
送
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」
に
つ
い
て

報
告
書
の
ご
提
出
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
各
支
部
の
活
動
報
告
を
前
頁
下

段
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

▽
献
米
団
参
「
親
里
の
集
い
」
会
場
係
員
の
お
願
い

布
教
部
員
は
「
親
里
の
集
い
」
に
お
い
て
会
場
の
係
員
を
お
つ
と
め
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
集
合
日
時

11
月
26
日
（
木
）

祭
典
終
了
後

・
集
合
場
所

お
や
さ
と
や
か
た
東
左
５
棟
３
階
34
番
教
室
（
係
員
控
室
）

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

11
月
26
日
（
木
）
「
親
里
の
集
い
」
終
了
後

■
布
教
部「

お
た
す
け
に
役
立
つ
勉
強
会
」
を
開
催

10
月
31
日
、
午
前
10
時
か
ら
教
務
支
庁
を
会
場
に
「
お
た
す
け
に
役
立
つ
勉
強
会
」

を
開
催
。
教
区
管
内
か
ら
27
名
（
布
教
部
員
12
名
含
む
）
が
参
加
。
午
前
中
は
、
天
理

よ
ろ
づ
相
談
所
病
院
憩
の
家
看
護
師
で
、
か
り
も
の
相
談
室
室
長
の
瀬
戸
和
総
氏

（
愛
之
荘
分
教
会
よ
う
ぼ
く
）
を
講
師
に
迎
え
て
「
緊
急
時
に
で
き
る
こ
と
／
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
に
つ
い
て
講
義
と
実
習
。
実
習
に
は
他
２
名
の
看
護
師
も

応
援
に
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
午
後
は
「
お
さ
づ
け
の
理
の
取
り
次
ぎ
方
」
を

確
認
し
た
あ
と
、
「
緊
急
時
の
お
た
す
け
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
。
ま
さ
し
く
お
た
す
け
に
役
立
つ
知
識
と
実
践
を
得
て
、
有
意
義
な
時
間

を
共
有
し
、
午
後
３
時
に
散
会
し
た
。
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社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

『
本
の
径
路

―
―

作
家
の
原
風
景
を
め
ぐ
る
旅
』

こ

み

ち

12
月
26
日
発
売

中
江
有
里
著

定
価
２
千
４
２
０
円
（
税
込
）

▽
ミ
ニ
カ
レ
ン
ダ
ー
『
お
や
さ
と
十
二
景
』
（
Ａ
４
判
）
に
つ
い
て

製
品
の
表
記
ミ
ス
が
見
つ
か
り
、
販
売
を
中
止
し
て
お
り
ま
す
。
誤
り
を
訂
正
し
、

改
め
て
販
売
い
た
し
ま
す
。
す
で
に
購
入
さ
れ
ま
し
た
方
は
、
販
売
所
に
て
交
換
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
教
区
よ
り
予
約
下
さ
い
ま
し
た
分
は
、
12
月
２
日
に
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
す
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
２
９
号
発
行

「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
」
特
集
の
５
２
９
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
日
（
11
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
10
月
献
血
実
績
（
９
／
21
～
10
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

１
名

江
南
北

４
名

★
合

計

江

東

２
名

成

分

７
名

☆
献
血
バ
ス

４
０
０
㎖

１
名

湖

北

１
名

今
月
も
、
大
勢
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
う
か
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
11
月
（
10
月
30
日
）

江
東
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
12
月
（
11
月
28
日
）

江
西
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
吉
岡
委
員
長
・
・

▽
「
献
米
搬
入
ひ
の
き
し
ん
」
に
つ
い
て

・
日

時

11
月
26
日
（
木
）

搬
入
時
間

午
前
9
時
～
10
時

・
搬
入
場
所

昨
年
と
同
様
（
炊
事
本
部
）

・
集
合
時
間

午
前
８
時
半
に
炊
事
本
部
へ
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

■
啓
発
委
員
会

「一
れ
つ
き
ょ
う
だ
い
推
進
研
修
会
」
開
催
報
告

10
月
２
日
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
教
区
啓
発
委
員
会
（
橋
本
委
員
長
）
は
「
一
れ

つ
き
ょ
う
だ
い
推
進
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
現
地
研
修
会
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
京
都
「
崇
仁
発
信
実
行
委
員
会
」
の

藤
尾
ま
さ
よ
代
表
を
お
招
き
し
て
、
【
沈
黙
か
ら
目
覚
め
へ
～
被
差
別
の
歴
史
を
も
つ

地
域
に
生
ま
れ
て
～
】
と
題
し
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
話
の
中
で
、

被
差
別
の
地
域
に
生
ま
れ
な
が
ら
差
別
に
対
す
る
正
し
い
学
び
を
せ
ず
に
長
く
暮
ら
し
、

ど
う
か
す
る
と
差
別
す
る
側
に
居
た
よ
う
な
自
分
自
身
の
過
去
を
振
り
返
り
、
人
権
学

習
を
通
し
て
正
し
く
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
、
重
要
性
を
ご
自
身
の
経
験
か
ら
お
示
し
い

た
だ
き
、
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
学
び

を
生
か
し
た
発
信
が
こ
れ
か
ら
の
歴

史
を
創
る
」
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

案内マップ
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※
搬
入
場
所
、
係
員
休
憩
所
、
駐
車
場
は
案
内
マ
ッ
プ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

少
年
会

・
・
藤
橋
団
長
・
・

▽
「
立
教
１
８
９
年

少
年
会
滋
賀
教
区
団
総
会
」
報
告

７
ペ
ー
ジ
に
報
告
記
事
掲
載

▽
「
献
米
搬
入
ひ
の
き
し
ん
」
に
つ
い
て
（
各
支
部
委
員
の
皆
様
へ
）

・
日

時

11
月
26
日
（
木
）

搬
入
時
間

午
前
9
時
～
10
時

・
搬
入
場
所

昨
年
と
同
様
（
炊
事
本
部
）

・
集
合
時
間

午
前
８
時
半
に
炊
事
本
部
へ
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
場
所
、
係
員
休
憩
所
、
駐
車
場
は
案
内
マ
ッ
プ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
開
催
予
定

・
日

時

立
教
１
９
０
年
３
月
７
日
（
日
）

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

▽
立
教
１
９
０
年

お
年
玉
教
材
に
つ
い
て
（
再
掲
）

「
ピ
ッ
キ
ー
ル
ー
プ
タ
オ
ル
」

頒
価
４
５
０
円
（
税
込
）

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

11
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時

於
・
教
務
支
庁

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
学
生
担
当
者
大
会
」
の
ご
案
内
（
再
掲
）

・
日

時

11
月
25
日
（
水
）
午
後
１
時
開
始
（
受
付
12
時
30
分
）

・
内

容

表
統
領
中
田
善
亮
先
生
お
話
／
委
員
長
挨
拶

な
ど

・
会

場

第
二
食
堂

・
対

象

教
区
・
直
属
学
担
委
員
長
、
委
員
、
支
部
担
当
者
、

学
生
層
育
成
に
携
わ
る
方

▽
「
育
成
に
役
立
つ
研
修
会
」
の
ご
案
内
（
再
掲
）

・
日

程

11
月
27
日
（
金
）
〜
28
日
（
土
）

・
内

容

若
年
層
育
成
に
役
立
つ
３
つ
の
コ
ー
ス

◇
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
コ
ー
ス

◇
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成
コ
ー
ス

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
コ
ー
ス

・
募
集
人
員

１
０
０
名

・
受
講
御
供

１
千
円

・
申
込
方
法

募
集
要
項
（
学
担
Ｈ
Ｐ
参
照
）
を
確
認
の
上
、
所
定
の
方
法
で
11
月

２
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊災

救
隊
教
区
訓
練
報
告

10
月
30
日
〜
31
日
に
か
け
て
、
恒
例
の
教
区
訓
練
を
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
想
い
出
の
森

で
実
施
し
、
27
名
の
隊
員
が
参
加
。
草
刈
り
と
伐
採
の
現
場
に
分
か
れ
て
作
業
し
ま
し

た
。
今
年
は
一
日
目
が
時
折
強
い
雨
が
降
る
よ
う
な
悪
天
候
の
中
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
二
日
目
に
は
天
気
も
回
復
し
て
最
後
ま
で
勇
ん
で
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

来
年
は
滋
賀
教
区
主
管
で
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
を
行
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学担大会要項育成研修要項 案内マップ
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▽
「
お
せ
ち
学
生
ひ
の
き
し
ん
隊
」
に
つ
い
て

・
期

間

令
和
９
年
１
月
４
日
（
月
）
～
７
日
（
木
）

・
定

員

２
５
０
名

・
申
込
締
切

12
月
15
日
（
火
）

・
参
加
対
象

高
校
生
・
大
学
生
・
短
大
生
・
大
学
院
生
・
専
門
学
校
生

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部
」
募
集
案
内

・
期

間

令
和
９
年
３
月
４
日
（
木
）
～
８
日
（
月
）

・
定

員

７
０
０
名

・
申
込
締
切

令
和
９
年
２
月
16
日
（
火
）

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
」
募
集
案
内

・
期

間

令
和
９
年
３
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

・
定

員

４
０
０
名

・
申
込
締
切

令
和
９
年
２
月
16
日
（
火
）

▽
「
立
教
１
９
０
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
開
催
要
項

・
テ
ー
マ

丸
い
心
で
つ
な
が
り
合
っ
て
、

み
ん
な
で
喜
び
溢
れ
る
春
学
を

・
期

日

令
和
９
年
３
月
28
日
（
日
）

・
内

容

式
典
／
直
属
ア
ワ
ー
／
別
席
／
前
夜
祭

・
参
加
対
象

高
校
生
（
新
１
年
生
含
む
）
、
大
学
生
、

短
期
大
学
生
、
専
門
学
校
生
、
大
学
院
生
な
ど

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
雲
出
代
表
・
・

▽
「
ひ
の
き
し
ん
・
懇
談
会
」
の
ご
案
内

・
日

時

11
月
７
日
（
土
）

10
時
～
14
時

・
集
合
場
所

教
務
支
庁

・
内

容

ひ
の
き
し
ん
の
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す

よ
う
ぼ
く
民
生
・
児
童
委
員
連
盟

・
・
板
倉
代
表
・
・

▽
天
理
教
保
護
司
連
盟
創
立
70
周
年
記
念
大
会
（
再
掲
）

天
理
教
保
護
司
連
盟
の
大
会
に
民
生
児
童
委
員
連
盟
と
し
て
後
援
し
て
い
ま
す
の

で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
み
な
さ
ま
に
も
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
日

時

11
月
25
日
（
水
）

午
後
２
時

・
会

場

お
や
さ
と
や
か
た
南
右
第
二
棟

陽
気
ホ
ー
ル

■
よ
う
ぼ
く
民
生
児
童
委
員
連
盟

「県
内
研
修
（福
祉
施
設
見
学
）」
開
催
報
告

よ
う
ぼ
く
民
生
児
童
委
員
連
盟
（
板
倉
代
表
）
は
、
令
和
６
年
、
教
祖
一
四
〇
年
祭

の
年
祭
活
動
の
中
で
発
足
し
ま
し
た
が
、
現
在
会
員
は
28
名
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
８
日
、
会
員
の
要
望
で
県
内
研
修
（
福
祉
施
設
見
学
）
を
行
い
ま
し
た
。
研
修

先
は
、
35
年
ほ
ど
前
に
天
理
教
信
者
の
田
村
一
二
氏
の
思
想
を
も
と
に
発
足
し
た
「
茗

み
ょ
う

荷
村
」
（
東
近
江
市
）
で
す
。
山
奥
の
廃
村
か
ら
始
ま
っ
た
茗
荷
村
は
、
現
在
、
農
業

が

み
ょ
う

が

生
産
を
基
盤
と
し
た
障
害
者
・
高
齢
者
の
福
祉
施
設
と
し
て
、
地
域
と
の
共
生
を
掲
げ

な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
１
か
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
５
か
所
、
株
式
会
社
１
か
所
、
宗
教

法
人
１
か
所
を
展
開
し
、
他
に
里
子
を
預
か
る
里
親
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
も
相
当
数

と
い
う
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
困
窮
す
る
人
々
を
救
う
と
い
う
純
粋
な

信
仰
の
精
神
と
、
実
践
の
重
要
性
を
深
く
学
ぶ
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

茗
荷
村
百
済
山
荘
で
の
お
話

生
活
介
護
・
就
労
支
援
事
業
所
に
て

春学開催要項 学修高卒要項 学修大学要項 節会学生ひ隊
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■少年会滋賀教区団

立教１８９年度 少年会滋賀教区団総会開催
去る10月12日、少年会滋賀教区団総会を蒲生大教会を会場に開催いたしました。式典では少年

会長様のご告辞と中西育成会長のお言葉を頂戴し、少年会員は真剣に聞いてくれました。開催に

あたり、蒲生大教会の関係者をはじめ、少年会員へのお声掛けやお力添えを賜りました先生方、

また、各会の皆様方に改めて厚く御礼申し上げます。

団長 藤橋光康

● 参加人数 少年会員９７名（内わかぎ４名） 育成会員９０名 ・総計１８７名
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名
神
高
速
道
路
栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
よ
り
北
へ
３
キ
ロ
ほ
ど
の
場
所
に
葉
山

錦
分
教
会
が
あ
る
。

葉
山
錦
の
道
は
、
野
國
喜
三
郎
に
始
ま

る
。
指
物
大
工
を
営
ん
で
い
た
喜
三
郎
は
、

身
上
で
悩
ん
で
い
た
と
き
に
斯
道
会
第
４

号
の
信
者
か
ら
に
を
い
が
か
か
り
入
信
し

ゝ

ゝ

ゝ

た
。
そ
の
後
、
熱
心
に
布
教
に
励
み
、
明

治
22
年
５
月
20
日
、
山
崎
長
治
郎
、
中
井

源
吉
ら
と
と
も
に
斯
道
会
第
13
号
の
初
代

講
元
と
な
っ
た
。

続
い
て
二
代
目
講
元
を
務
め
た
の
は
、

中
井
源
吉
で
あ
る
。
源
吉
の
娘
婿
の
恒
治

郎
は
、
脳
病
の
身
上
を
ご
守
護
い
た
だ
き
、

御
恩
報
じ
に
努
め
て
い
た
。
教
祖
50
年
祭

活
動
の
旬
に
、
上
級
教
会
か
ら
の
勧
め
と
、

源
吉
か
ら
13
号
の
号
名
を
頂
い
た
こ
と
か

ら
、
信
者
一
同
心
を
定
め
、
昭
和
９
年
１

月
25
日
、
膳
所
錦
分
教
会
の
設
立
な
ら
び

に
初
代
会
長
の
お
許
し
を
戴
い
た
。
昭
和

25
年
４
月
27
日
、
恒
治
郎
の
出
直
し
に
伴

い
会
長
不
在
と
な
る
。

昭
和
23
年
４
月
18
日
、
後
に
二
代
会
長

と
な
る
千
代
太
一
郎
の
母
親
が
、
心
臓
病

の
身
上
を
不
思
議
な

ご
守
護
を
い
た
だ
き

一
家
揃
っ
て
入
信
。

太
一
郎
は
国
鉄
に

勤
め
て
い
た
が
、
退

職
し
て
修
養
科
を
修

了
。
滋
賀
分
教
会
の

住
込
み
青
年
と
し
て

勤
め
る
傍
ら
、
主
に

京
都
方
面
へ
出
向
い
て
布
教
に
励
ん
だ
。

そ
う
し
た
姿
を
同
教
会
の
宮
垣
多
一
郎

会
長
に
見
込
ま
れ
、
会
長
不
在
で
あ
っ
た

膳
所
錦
分
教
会
の
二
代
会
長
に
抜
擢
さ
れ

た
。
す
る
と
太
一
郎
は
、
膳
所
錦
分
教
会

の
信
者
は
全
て
滋
賀
分
教
会
に
お
供
え
し
、

名
称
の
理
の
み
受
け
継
い
で
、
昭
和
25
年

11
月
26
日
、
二
代
会
長
の
お
許
し
を
戴
く
。

教
会
が
借
地
借
家
で
家
主
か
ら
明
け
渡
し

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
栗
東
郡

葉
山
村
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
名
称
も

葉
山
錦
と
改
称
。
任
命
に
併
せ
て
移
転
改

称
の
お
許
し
を
戴
い
た
。

太
一
郎
は
「
先
代
が
頂
い
た
斯
道
会
13

号
は
あ
ま
り
に
も
重
い
理
で
あ
り
ま
す
が
、

一
家
揃
っ
て
素
直
に
親
の
思
召
し
を
受
け

る
と
い
う
上
か
ら
、
膳
所
錦
分
教
会
長
の

後
任
を
受
諾
し
、
布
教
年
限
三
ヶ
月
未
満

の
未
だ
21
歳
と
い
う
若

齢
な
る
も
、
た
す
け
一

条
に
専
念
し
、
御
奉
公

を
お
誓
い
し
て
居
り
ま

す
上
か
ら
、
特
別
の
御

詮
議
を
以
て
ご
任
命
を

頂
く
」
と
語
っ
た
。
太

一
郎
は
、
そ
の
後
も
熱

心
に
布
教
に
励
み
、
月

次
祭
に
は
京
都
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
信
者

が
参
拝
に
来
た
と
い
う
。

平
成
15
年
１
月
、
太
一
郎
の
出
直
し
に

伴
い
、
同
年
４
月
に
妻
久
子
が
三
代
会
長

に
就
任
。
久
子
は
、
上
級
教
会
へ
の
つ
と

め
を
欠
か
さ
ず
、
ま
た
、
県
内
外
へ
と
布

教
に
励
ん
だ
。
会
長
を
辞
任
し
た
現
在
も
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
布
教
に

努
め
る
中
、
「
教
理
を
伝
え
よ
う
と
す
る

と
、
話
を
遮
ら
れ
る
の
で
根
気
よ
く
通
っ

て
い
る
」
と
笑
顔
で
語
る
。

平
成
31
年
３
月
、
寛
が
四
代
会
長
に
就

任
。
寛
は
、
本
部
勤
務
を
終
え
た
後
、
瀬

戸
内
海
の
小
豆
島
に
あ
る
本
部
直
轄
鐸
姫

分
教
会
の
住
込
み
青
年
を
し
、
日
々
教
会

の
御
用
に
努
め
て
い
た
が
、
平
成
22
年
６

月
に
久
子
の
娘
ゆ
み
子
と
結
婚
し
千
代
家

の
婿
養
子
と
な
っ
た
。

寛
は
結
婚
の
際
、
仲
人
よ
り
「
理
を
受

け
る
場
所
（
客
間
）
を
ご
守
護
頂
く
よ
う

に
」
と
の
言
葉
を
受
け
、
教
祖
百
四
十
年

祭
の
旬
に
、
教
会
が
一
手
一
つ
と
な
り
客

間
の
ご
守
護
を
頂
い
た
。
現
在
、
地
方
委

員
や
支
部
災
救
隊
の
隊
長
な
ど
の
役
職
を

勇
ん
で
勤
め
て
い
る
。
今
後
の
抱
負
を
尋

ね
る
と
、
寛
会
長
は
「
年
祭
当
日
の
真
柱

様
の
お
言
葉
〝
三
年
間
の
努
力
の
上
に
立
っ

た
歩
み
〟
を
続
け
る
た
め
に
も
、
将
来
を

見
据
え
た
伏
せ
込
み
に
、
そ
し
て
次
の
世

代
へ
の
丹
精
に
励
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№130

葉
山
錦
分
教
会
（
河
原
町
・
江
西
支
部
）

は

や

ま

に

し

き

会
長

千
代

寛

住
所

栗
東
市
高
野
三
八
九
番
地

●

葉山錦分教会

久子前会長と寛会長夫妻
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１０月 教区日誌 １１月 行事予定

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
青年会例会

／７ ひのきしん・懇談会（道の教職員の集い）10:00
／25 学生担当者大会（第二食堂）13:00

教区長会議（38母屋）16:15
／26 第63回 滋賀教区献米団参・親里の集い

布教部例会 親里の集い終了後
／28 庁舎清掃ひのきしん 江西支部 9:30

少年会例会 10:00 広報委員会 16:00

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
災救隊会議、青年会例会
「一れつきょうだい」推進研修会

／８ ようぼく民生児童委員連盟県内研修（茗荷村）
／11 少年会総会準備と例会（蒲生大教会）
／12 少年会滋賀教区団総会（蒲生大教会）
／25 教区長会議（38母屋）
／30 庁舎清掃ひのきしん 江東支部

布教部例会
災救隊教区訓練（～31日・思い出の森）

／31 おたすけに役立つ勉強会
広報委員会

■支援募金の「お願いシール」を活用しましょう

滋賀教区では、頻発する自然災害の被災地復興

のため「天理教災害救援ひのきしん隊基金」への

心寄せをお願いしております。

教会・布教所にお配りした「お願いシール」を、

空きビンや空き箱に張って募金活動にご活用くだ

さい。集まった募金は教区へお届けください。ま

た、直接同基金へ送金いただいても結構です。ど

うぞよろしくお願いいたします。

◇天理教災害救援ひのきしん隊基金

・ゆうちょ銀行または郵便局からの振り込み

口座記号番号 ００９６０‐５‐１９７９６８

口座名義 天理教災害対策委員会

・他金融機関からの振り込み

銀行名 ゆうちょ銀行

支店名 〇九九店

預金種目 当座預金

口座番号 ０１９７９６８

口座名義 テンリキョウ

サイガイタイサクイインカイ

■ 次回の回収日 １２月２日（水）
お問い合わせは滋賀教務支庁まで

頻発する自然災害の被災地復興に真実を届けよう！

▽臨時祭典願

・高深分教会［甲賀 江南北］
た か ふ か

教会創立百周年記念祭 １２月５日
受理日 １０月１１日

事情願書
□ 訃 報

・山川 御酒雄 氏［大原 湖北 西湖］
や ま か わ み き お

９１歳 生見布教所長
う み

８月１９日 出直されました

◇11月開庁時間 午前９時～午後４時
◇11月閉庁日 14・21・22・23・25・26日

（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

布教月報 道友社報情報ねっと 学生担当者報

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー 一れつ会報告法人ニュース
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滋賀教区 献米団参

立教189年11月26日（木）

● 献米受付場所 炊事本部 ● 献米受付時間 午前９時～１０時迄

・各支部の搬入責任者は献米量を報告してください。

・係員は午前８時３０分迄に集合してください。

● 米農家の減少に伴い現金でのお供えもお寄せ頂いておりますが、少しでも近江米

を現物でお供えしたいと思います。主旨ご理解の上ご協力をお願いいたします。

新米をおぢばへ届けよう！！

親里の
集い

● 会場：『五講堂』おやさとやかた東左５棟４階講堂

● プログラム 12：30 開場

13：00 開会の辞 中西 𠮷次 教区長

13：15 記念講演 講師 長﨑宏治 先生

14：30 閉会の辞 山﨑房生 教区布教部長

● 記念講演

「夢とロマンを胸に」

講師 長﨑宏治先生

布教の家岡山寮寮長
岡山部属後楽分教会長

「参加カード」を教会、布教所にお配りいたしま

す。当日ご参加の際には事前にご記入の上、会場の

受付にご提出ください。尚、受付にも予備カードを

備えております。ご協力をお願いいたします。

「親里の集い」参加にあたってお願い


